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もに、抗proliferating cell nuclear antigen（PCNA）抗体を用いた免疫染色を実施し、増殖性細胞（PCNA
陽性細胞）数を定量した。また投与後7及び14日目に欠損内に形成された新生組織を採取し、Real-time 
PCRにてBone morphogenetic protein-2（BMP-2）、Osterix、alkaline phosphatase（ALP）及びOsteocalcin
のmRNAの発現量を評価した。 
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本研究は、塩基性線維芽細胞増殖因子（basic fibroblast growth factor; FGF-2）の in vivo
における歯周組織再生作用の機序を解析すると共に、インプラント治療に対する応用の可
能性を検討したものである。イヌ 3壁性歯周組織欠損モデルにおいて、FGF-2が、既存骨
髄及び歯根膜由来の線維芽細胞様細胞の増殖及び血管新生を促進することを明らかにし
た。さらに、FGF-2 が、BMP-2 などの産生を介して骨芽細胞の分化誘導及び骨形成反応
を亢進することが示唆された。これらの多面的な作用に基づき、FGF-2による新生組織の
形成促進が、結果として再生歯周組織量の増大をもたらすことを明らかとした。また、イ
ヌ初期固定不良インプラントモデルにおいて FGF-2は、骨形成及び osseointegrationの獲
得を促進し、インプラントの安定性を亢進することを明らかとした。 
 これらより、FGF-2は、歯周病だけでなく、インプラント施術時など骨新生を必要とす
る疾患において、有用である可能性が示唆された。以上の研究結果は、FGF-2が“歯周組
織再生薬”として歯周治療の新たな選択肢に加わる上で重要な知見を与えるものであり、
博士（歯学）の学位を授与するのに値するものと認める。 
 
